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研究成果の概要（和文）：解明が遅れている日本列島を含む東アジア島嶼域ヒメバチ科寄生蜂の多様性と分布特
性の解明を行った。本研究に関連した成果として論文35編、報文11編を報告した。
 本研究の成果として、１新属、67新種を記載し、１アジア新産属、３日本新産属、１日本新産亜属、20種以上
の日本新産種を報告した。これらの記載、報告の際は近隣地域との生物地理についても議論を行った。　一例と
して、ハマキヒメバチ族では、日本だけで欧州を大きく上回る多様性が存在することが明らかとなり、日本国内
の多様性は北海道が著しく高く、南に行くほど種数が減少し、南西諸島でも北琉球から南琉球にかけて属と種の
多様性が減少する点などが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Diversity and distribution pattern of the ichneumonid wasps (Hymenoptera) 
were studied. A total of 35 papers (33 of them are with peer review). By the result of this study, 1
 new genus (genus Tanzawana) and 67 new species were described and 1 genus (Neurateles) new to Asia,
 3 genera new to Japan, 1 subgenus new to Japan, and more than 20 species new to Japan were 
recorded. These descriptions and records are with some discussions of distribution pattern. 

研究分野： 昆虫分類学
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１．研究開始当初の背景 
 
捕食寄生性昆虫の代表的な一群である寄

生蜂は、他の生物の個体数を調整する働きを
もち、寄主生物との“喰う－喰われる”の相
互関係は、巨大な多様性を自然界に形成する。
しかしながら、その多様性の理解は地域的・
環境的に大きな偏りがあり、いまだに未知な
点が多く存在している。 
寄生蜂の代表的な一群であるヒメバチ科

は、記載種だけでも 23,000 種を超える、寄
生蜂中で最大の分類群である。その多様性は、
温帯域で高く、低緯度地域（熱帯や亜熱帯）
に向けて低下する通常の昆虫とは逆の特殊
な傾向を示すとされており（Townes, Mem. 
Amer. Ent. Inst. 1969; Janzen, Ecology 
1981）、その知見は他の寄生蜂にも適用され
てきた（Janzen & Pond, T. Roy. Ent. Soc. 
London 1975）。しかしながら、近年の調査
手法の発達に伴って隠蔽種も含めた膨大な
種数のヒメバチが中南米各地で相次いで発
見され（Gauld et al., Mem. Amer. Ent. Inst. 
2002; Veijalainen et al., P. Roy. Ent. Soc. B 
2012）、現在は世界中の研究者により従来の
考えの見直しが行われている。 
全世界的なヒメバチ科のデータベース（Yu 

et al., Taxapad 2011:）によると、分類学的
にヒメバチの多様性解明が特に不十分な地
域は、元来の多様性が乏しい極地と砂漠を除
くと、東アジアとアフリカである。また、環
境でみると島嶼域の知見が特に不足してい
る。このことから、特に島嶼域が多い東アジ
アはヒメバチの多様性を考える上で、調査が
必要な地域であると考えられていた。 

 
２．研究の目的 
 
本研究では、世界的スケールでのヒメバチ

の多様性理解のカギとなる、東アジア地域の
島嶼環境、特に日本列島とその周辺地域にお
いて多様性情報を収集し、系統解析と系統地
理的解析も交えながら分布特性の解明を行
い、寄主と強く結びついている寄生蜂が島嶼
域でどのような多様性と地理的な分布の特
性を示すのか明らかにすることを目的とし
た。 

 
３．研究の方法 
 
（１）サンプリング 
基本的には、島嶼域における野外サンプリ

ングをまず行った。地史的背景と各研究機関
における既存の標本量を考慮した上で調査
地を設定し、本州や南西諸島の調査が不足し
ている地域で特に実施した。調査は任意採集
とマレーゼトラップで行ったほか、同定依頼
や交換によっても収集することができた。 
結果として、およそ 30000 点のヒメバチ標

本を集積することができ、既に所有している
60000 点程度の標本とあわせた 90000 点の標

本を主に用いて研究を実施した。 
 
（２）不足分の資料充足 
不足分については以下の研究機関の資料

も参照もしくは借用し、研究に用いた。国家
林業局（中国、瀋陽）、Zoological Institute 
of Russian Academy of Sciences（ロシア、
サンクトペテルブルグ）、 Zoologische 
Staatssammlung München（ドイツ、ミュンヘ
ン）、北海道大学総合博物館、農業環境技術
研究所、東京農業大学、国立科学博物館、名
城大学、大阪市立自然史博物館、兵庫県立人
と自然の博物館、鹿児島大学。 
 
（３）遺伝子解析 
遺伝子解析は神戸大学前藤薫博士、伊藤誠

人氏の協力を得て実施し、核・ミトコンドリ
ア複数領域のデータを収集したが、設備と予
算の関係から対象分類群は限定した。 
 
（４）成果の報告 
未記載種等の分類学的検討については、適

宜分類学的な検討を行った。生物地理的解析
に至るまでのデータ蓄積はまだ完了してい
ないが、各論文の中で対象分類群に関する分
布のレビューや考察を行い、地理的傾向を議
論した。 
 
４．研究成果 
 
 解明が遅れている日本列島を含む東アジ
ア島嶼域ヒメバチ科寄生蜂の多様性と分布
特性の解明のため、主に分類学的研究を行っ
た。本研究およびに関連する調査による業績
として論文 35 編（うち印刷中を含む査読論
文 33 編）、報文 11 編を報告した。 
［主な成果］① 旧北区東部から初記録とな
る Neurateles 属のハエヒメバチを日本から
発見した。② 新属 Tanzawana を日本の本州
から見出した。日本から以下の属を確認した
（カッコは近隣地域での既知分布）。③ Pion
属のマルヒメバチ（極東ロシア、中国）、
Seticornuta 属のメンガタヒメバチ（中国、
韓国）、Skiapus 属のアメバチ（中国、韓国）、
Leptophion 属のアメバチ（東南アジア）、
Weisia 亜属のアメバチモドキ（東南アジアと
オーストラリア）を初めて見出した。④ 国
後島からロシアの研究者によって記録され
た種を 7種、北海道以南の日本本土部から確
認し、ファウナのつながりを認めた。⑤ ハ
マキヒメバチとScambus属のヒラタヒメバチ
を検討し、ヨーロッパや極東ロシアとの共通
種を見出した。⑥ 台湾およびラオスの
Leptophion 属のアメバチを検討し、分類学的
位置を整理し、分布や発生消長について議論
を行った。⑦ 日本産ハマキヒメバチ族につ
いてモノグラフを出版し、日本産種を8属109
種に整理した。本研究により、日本だけで欧
州を大きく上回る多様性が存在することが
明らかとなり、アジアには想像以上に多様な



ハマキヒメバチが生息していることが示唆
された。特筆すべき点として Teleutaea 属は
国内産種すべてが極東ロシアや中国にも分
布し、固有種が認められなかった点や、日本
国内の多様性は北海道が著しく高く、南に行
くほど種数が減少し、南西諸島でも北琉球か
ら南琉球にかけて属と種の多様性が減少す
る点が明らかとなった。⑧ ケンヒメバチの
仲間であるSpilopteron属の遺伝子を神戸大
学の伊藤誠人氏とともに検討し、従来色彩に
よって分類されていたツマグロケンヒメバ
チとトサケンヒメバチを調べた。結果として
は、日本産の種は従来通り 2種であるが、う
ちトサケンヒメバチに大きな体色の変異が
あり、その一部がツマグロケンヒメバチと同
じ体色になっており、誤同定が生じていた。
遺伝子の結果に対応して形態を見直したと
ころ、頭部の構造等で区別できることが明ら
かとなった。ツマグロケンヒメバチは北海道
と本州の高標高地を中心に分布し、トサケン
ヒメバチは北海道から屋久島まで日本各地
に広く分布することが確認された。 
 今回の課題で得られた資料は上記のほか、
順次検討を行っており、南西諸島産のものを
中心に、報告を続ける予定である。 
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